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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名
生活・交通基盤整備事業費（一部再掲）
安心・安全基盤整備事業費（一部再掲）

予 算 額 ３９，２９８，４６９千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

(1) 明日の京都「中期計画」に基づき、「暮らしの安全」、「交流
連帯」等を着実に推進

(2) 府民生活の安定・向上と魅力ある地域づくりを一層推進するた
事業内容 め、府民の身近な安心・安全、快適生活などの視点を重視した事業

に重点配分
目 的

対 象 ２ 事業概要

方法等
生活・交通基盤整備事業費 ２７，９３３，５３５千円

▲

広域的・基幹的な役割を果たす道路
・京都縦貫自動車道、国道163号（北大河原バイパス）、

国道312号（野田川大宮道路） ほか

▲

地域の中核都市をつなぐ道路や渋滞が発生する場所
・宇治淀線、八幡木津線（宮津～下狛）、
亀岡園部線（保津南） ほか

▲

都市公園、府営住宅の整備
・木津川右岸運動公園（仮称）、鴨川公園 ほか
・桃山日向住宅（京都市）、槇島住宅(仮称)（宇治市） ほか

安心・安全基盤整備事業費 １１，３６４，９３４千円

▲

府民の安心・安全の観点から、大雨等により重大な被害を被
る可能性がある河川改修、土砂災害対策等

・古川（宇治市、城陽市、久御山町）、鴨川（京都市）、
福田川（京丹後市）、弥陀次郎川（宇治市）、地頭（舞鶴
市）、炭山谷川（宇治市） ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

防 災 基 盤 整 備 事 業 費（一部再掲）
事 業 名 社 会 基 盤 長 寿 命 化 対 策 費

地域密着型社会資本整備事業費（一部再掲）

予 算 額 １１，５７３，５３１千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

近年の新しい課題に適切に対応するため、府民の安心・安全を守る
ための防災基盤整備や橋梁等の計画的な予防補修、きめ細やかな小規
模改良事業を実施

事業内容
２ 事業概要

目 的

対 象 防災基盤整備事業費 ２，７６５，５７１千円

方法等 府民の安心・安全を守るための防災基盤整備について、ソフト・
ハード両面から対策を実施▲

ソフト対策
・雨水貯留施設等に係る調査、土砂災害警戒情報システムの運

用 ほか▲

ハード対策
・天井川対策、河川ネック箇所等の改修、避難所等の防災拠

点の保全 ほか

社会基盤長寿命化対策費 ８６４，１６０千円

「京都の道長寿プラン」に基づき、橋りょう及び舗装の予防補修
を実施

地域密着型社会資本整備事業費 ７，９４３，８００千円

府民生活や地域の安心・安全の確保に繋がる、きめ細やかな小規
模改良事業を実施▲

地域道路の１．５車線的整備、道路の未改良区間の拡幅
ほか▲

河川の浚渫、護岸補修 ほか▲

災害時要援護者関連施設の土砂災害危険箇所の調査 ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部
教 育 委 員 会
警 察 本 部

事 業 名 府民公募型整備事業費

予 算 額 ５，０００，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

府民からの安心・安全などにつながる提案により、公共事業を
実施することで、身近な地域基盤の整備を図る。
（１）安心・安全整備

交通安全対策や災害防止対策等
事業内容 （２）景観整備【拡充】

施設の美化整備

目 的 ２ 事業概要
（百万円）

対 象
事業内容 所要額 所 管

方法等
道路舗装の補修
道路側溝の整備
河川護岸の補修 ４，６００ 建設交通部
河川の浚渫
道路照明施設の再塗装
ガードレールなど防護柵の再塗装

府立学校施設の補修
社会教育施設等の補修 １００ 教育委員会

信号機の新設
信号機の改良（歩行者用灯器の増 ３００ 警 察 本 部
灯、視覚障害者用付加装置の設置）

監 理 課 経 理 担 当 075-414-5173
担当課・係名 管 理 課 管 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5768

警 察 本 部 交通規制課施設係 (代)075-451-9111
(内5181)
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 地域主導型公共事業費

予 算 額 ４５０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

自治会等の地域団体から、まちづくりにつながる公共事業につい

て提案を受け、地域市町村、府が連携し、一体となって事業実施す

ることにより、地域の課題解決や活性化を推進

事業内容

２ 事業概要
目 的

（１）提案者

対 象 府内の地域（自治会、商店街、区など）

地域と密接に関係する団体（ＰＴＡ、商工会など）

方法等

（２）対象事業

○地域のまちづくりや活性化における課題の解決に繋がる府管理

施設に関する事業

○事業期間３年程度で効果発現できるもの

○提案内容が地権者を含めた地域の総意であるもの

○府事業と併せて地域や市町村が活動や取組等を行うもの

（３）事業テーマ

通学安全、景観・観光、商店街活性化 等

（４）実施決定

提案に対する有識者意見を参考に実施箇所を決定

担当課・係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 京都舞鶴港日本海側拠点機能推進費（再掲）

予 算 額
５７６，２００千円

新規・継続の別 継 続
（うち港湾事業特別会計４８１，０００千円）

１ 趣 旨

平成23年11月に「日本海側拠点港」の選定を受けた京都舞鶴港におい

て、国際フェリーの航路開拓、外航クルーズの誘致及び国際海上コンテ

ナ航路の拡充に向けたソフト・ハード一体となった事業を推進

２ 事業内容
事 業 内 容

（１）国際フェリートライアル事業

目 的 韓国(浦項）との国際フェリー航路開設に向け、韓国（浦項）と連

携して、物流トライアルや貨物発掘のための共同セミナー等を実施

対 象

（２）環日本海クルーズ誘致事業

方法等 急増するアジアのクルーズ人口等をターゲットに、日本海側諸港

（小樽港・伏木富山港等）と連携した共同プロモーション活動の展開

等、クルーズ客船の誘致活動を実施

（３）コンテナ１０，０００ＴＥＵ実現事業

既存航路の拡充や新規航路開拓のため、コンテナ貨物の１０，０００

ＴＥＵの確保を目指して、ロシア航路のコンテナ化や大口貨物の獲得

等に向けた支援の実施

（４）京都舞鶴港外航クルーズ船等受入環境整備

外航クルーズ船の寄港に必要な施設整備の実施及び老朽化した上屋

の建て替えを行い、国際物流ターミナル機能の強化を実施

海 外 経 済 課 港湾経済担当 075-414-4844

担当課・係名 港 湾 課 建 設 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5303
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平成２５年度 当初予算案主要事項説明
政 策 企 画 部

文 化 環 境 部

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 「海の京都」事業費（再掲）

予 算 額
６１６，８３３ 千円

新規・継続の別 新 規
(うち港湾事業特別会計４８１，０００千円)

１ 目 的

平成26年度までに予定されている京都縦貫自動車道や舞鶴若狭自動車道

の開通、京都舞鶴港の整備進捗、北近畿タンゴ鉄道の再生等による府北部

地域への人・ものの流れの増大を最大限に活かし、府北部地域を京都市観

光と並び立つ「海の京都」とも言うべき質の高い観光圏とするため、平成

27年度をターゲットイヤーとして、ハード・ソフトの観光関連事業を総合

事 業 内 容 的かつ計画的に実施する。

２ 事業内容

目 的 ○ 戦略的な観光ソフト事業の実施 29,000千円

・戦略的な観光プロモーション、周遊旅行企画づくり等の実施

対 象

○ 発信力・集客力のある市町ごとの「戦略拠点」等の形成 66,500千円

方法等 ・景観形成に資する観光関連施設の外装等の修景を助成

・府の集客施設の整備（丹後海と星の見える丘公園）

○ 「戦略拠点」等を結ぶ交流基盤等の利用促進 16,533千円

・平成24年度導入の新デザイン車両を軸とした北近畿タンゴ鉄道（Ｋ

ＴＲ）の魅力向上

○ 京都舞鶴港外航クルーズ船等受入環境の整備 500,000千円

・大型クルーズ船が寄港するふ頭の環境整備等
(うち港湾事業特別会計481,000千円)

○ 地域資源・人材の発掘及び事業への参画促進 4,800千円
・地域内外の人をつなぎ事業を推進するコーディネーターを配置

計画推進課 075-414-4539
自然環境保全課 075-414-4706

担 当 課 名 観 光 課 課・担当 電話番号 075-414-4837
交通政策課 075-414-4360
港 湾 課 075-414-5303
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業費

予 算 額 １１３，９３３千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

鉄道駅舎及びその周辺地区におけるバリアフリー化を一体的
に促進し、高齢者・障害者等の公共交通機関を利用した移動の
円滑化を図るため、その中心となる鉄道駅舎を対象に、国庫補
助制度と協調し、関係市町とともに、鉄道事業者が行うバリア

事 業 内 容 フリー化事業に対して助成する。

目 的

２ 事業内容
対 象

方法等 事 業 者 対象駅 主な整備項目 整備予定年度

向日町 24～25

西日本旅客鉄道㈱ 太 秦 25～26
エレベーター

山 科 多機能トイレ 25
内方線付き点状ﾌﾞﾛｯｸ

阪急電鉄㈱ 大 宮 他 25

近畿日本鉄道㈱ 新田辺 25

【参考】国庫補助制度の概要

補 助
対象事業者 鉄道事業者

対 象
対 象 駅 １日乗降人員3,000人以上の鉄道駅

補助率 国 1/3以内、京都府 1/6以内、市町村 1/6以内

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係 直通電話番号 075-414-4360
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 生活交通ネットワーク構築支援費

予 算 額 ３４８，５００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域住民の生活の足を確保するため、
①市町村や事業者に対するバス路線維持等の支援
②より便利で使いやすい生活交通ネットワークの構築を推進

事 業 内 容

２ 事業内容
目 的

対 象 ◇生活路線の維持確保に向けた運行経費に対する支援

方法等 ・幹線運行経費等に対する補助
（国との協調補助）

・市町村が行う路線維持対策に対する補助
(市町村との協調補助）

◇車両のバリアフリー化を進めるとともに、路線維持に必要な車
両確保に対する支援

・幹線の確保に資する車両確保経費に対する補助
（国との協調補助）

・市町村が確保するバリアフリー車両の購入経費に対する補助
（市町村との協調補助）

担当課・係名 交通政策課 企画担当 課・係 直通電話番号 075-414-5143
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 北近畿タンゴ鉄道リニューアル支援費

予 算 額 ８３，６０８千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）の安心・安全・快適な運行の確
保と利用者の増加、持続可能な経営の確立を図るため、沿線自
治体とともに支援を行う。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 ◇設備整備への支援

対 象 開業後２０年以上が経過し設備の著しい老朽化が進む中で、
安心・安全な運行の確保及び持続可能な経営の確立を図るた

方法等 め、ＫＴＲが行う計画的な設備整備を支援

◇車両整備への支援

利用者の増加に必須となる最低限の安全性・快適性を確保
するため、普通車両の一部について冷房装置の更新や内外装
のリニューアルを支援

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課・係直通電話番号 075-414-4360
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 リニア中央新幹線誘致推進費

予 算 額 ２，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

京都府における次代の基礎となる広域高速交通体系として、
リニア中央新幹線の京都への誘致を目指す。

事 業 内 容 ２ 事業内容

リニア中央新幹線の「京都駅ルート」の実現を目指し、「明日
目 的 の京都の高速鉄道検討委員会」の提言を踏まえ、京都府・京都

市・経済界が一体となった誘致活動を展開
対 象

方法等 ◇要望活動

国、ＪＲ東海に対する要望活動

◇広報活動

ポスター・チラシの配布、新聞への掲載、シンポジウムの
開催等によるＰＲ

など

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係直通電話番号 075-414-4360
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 鴨川水辺の回廊創造事業費（再掲）

予 算 額 ８１０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

「水辺の回廊整備・鴨川創造プラン」の実現に向けて、府民が集

まり親しまれる公共空間整備（快適な利用促進と自然環境に配慮し

た河川空間整備）として、ジョギングロード、かもがわ花物語の整

備及び設計等を実施する。

また、都市中心部を流れる鴨川の治水安全度を向上するため、治

事業内容 水対策として概ね３０年に１回起こり得る降雨による洪水に対応で

きるよう抜本的な河川改修を実施する。

目 的

対 象 ２ 事業概要

方法等

区 分 事 業 概 要

かもがわ ３０㎞

△

ジョギングロード整備

ジョギングロード

△

鴨川公園整備

公共空間整備 整備事業

かもがわ花物語

△

園路整備

整備事業

△

植栽

治 水 対 策
安心のかもがわ

△

護岸整備等

整備事業

△

中州除去等

河 川 課 計 画 担 当 075-414-5291

担当課・係名 整 備 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5285

都市計画課 公 園 担 当 075-414-5272
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 鴨川うるおい・ふれあい回廊整備事業費

予 算 額 ４０，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

古都京都の中で、秀逸の風景を有する鴨川河川敷において、季節

の移ろいや自然を身近に感じる河川空間を創出し、地域に一層親し

まれ、多くの人に利用される「鴨川うるおい・ふれあい回廊」の整

備を行う。

２ 事業概要

事業内容 ○ 鴨川ジョギングロード整備

鴨川上流区間において、ジョギングやウォーキング等に利用で

目 的 きるコース案内サインや距離標を設置

対 象 ○ 鴨川ギャラリー整備事業

橋の下の空間を利用し、鴨川にまつわる歴史・文化などの魅力

方法等 を発信

○ 出雲阿国ステージ事業

多くの人々が集う鴨川公園に、府民が自由にパフォーマンス等

を披露できる空間を整備

○ 堀川合流部の桜並木

若者のエネルギーや情熱的なイメージを持った色濃く鮮やかな

色の桜並木の植樹を行い、若者が集まる京都市の火打形公園（ス

ケートボードパーク）と一体となった利用空間を提供

○ 鴨川水辺の学習会「鴨川探検！再発見！」

親子で参加する鴨川ウォーク、水辺の生物・野鳥・植物観察な

どの自然観察会や歴史文化の学習会を開催

河 川 課 計 画 担 当 075-414-5291

担当課・係名 整 備 担 当 075-414-5285

管 理 担 当
課・係直通電話番号

075-415-5290

都市計画課 公 園 担 当 075-414-5272
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 美しい京都づくり事業費

予 算 額 ２００，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

美しい景観形成に資する施設整備を、市町村と協働で取り組み、地

域の元気づくりを推進する。

事業内容 ２ 事業概要

目 的 市町村から美しい景観に資するまちづくり計画の提案を受け、府、

市町村が協働して景観整備の事業を実施
対 象

対象事業 特定エリアのトータルコンセプトに基づく修景に要す

方法等 る施設整備

事 業 例 府 ： 府道 アスファルト舗装→ブロック舗装

市町村 ： 駅舎や市町村道の整備

実施方法 ・市町村が、地域・府と連携し、市町村施設や府施設等に

ついて、景観整備に関する計画書を作成

・計画に基づいた施設整備を各管理者が実施

担当課・係名 都市計画課 計画担当 課･係直通電話番号 075-414-5328
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 嵐山公園等魅力向上事業費

予 算 額 １，７５０千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

府民をはじめ多くの観光客が利用する嵐山公園及び天橋立公

園において、利便性・安全性を向上させ、公園利用者が魅力を

感じることができる環境整備を実施

事業内容

目 的

２ 事業概要
対 象

嵐山公園（京都市）において老朽化した設備の更新、天橋

方法等 立公園（宮津市）において、休憩所のスロープ設置による

バリアフリー化を実施

担当課・係名 都市計画課 公 園 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5272
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 住宅耐震化総合支援事業費（再掲）

予 算 額 １８７，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

平成１８年度に策定した耐震改修促進計画に基づき、平成２７年度

末までに住宅の耐震化率の目標である９０％を達成するため、民間住

宅の耐震診断事業、耐震改修工事等への助成を実施する。

２ 事業内容

事業内容 ①耐震診断

◇耐震診断事業を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助
目 的

対 象

方法等

②耐震改修

◇耐震改修等事業を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

診断結果の通知、耐震工事費の提示、改修に関する提案、アドバイスを実施

補助対象額 4万8千円／戸 (府民負担額 3千円)

助成区分 耐震改修 簡易耐震改修

対象住宅 昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

対象経費 改修後の評点が0.7以上に向上 屋根の軽量化等、耐震性が確実

する改修に要する費用 に向上する改修に要する費用

耐震診断 必要 市町村において簡易審査を実施

補助対象額 上限120万円/戸 上限40万円/戸

(府民負担額 30万円) (府民負担額 10万円)
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平成２５年度当初予算案主要事項説明

商工労働観光部
建 設 交 通 部

事 業 名 新堀川魅力創造事業費

予 算 額 ８１，３９０千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

建築後６０年以上経過し、老朽化が著しい堀川団地について、
「アートと交流」をテーマに、「西陣アート＆クラフトセンター
（仮称）」等を設置するとともに民間開発手法を導入して地域活
力の再生を図り、新しい魅力を創造する。

事業内容

目 的 ２ 事業概要

対 象 堀川再生事業の実施に当たり、「堀川通りの新しい顔」となる
よう、マスターアーキテクト※方式による統一感のある良好な景

方法等 観形成に資するデザインガイドライン等の策定や、「西陣アート
＆クラフトセンター（仮称）」に係る整備要件等の検討を行うと
ともに、開発を行う民間事業者を選定する。

※複数棟の外観デザインについて、ガイドライン等に基づき事業者と調整を行う建築家

(1)デザインガイドライン策定、民間開発事業者選定業務
・６棟全体のデザインコントロールを行うためデザインガイ

ドラインの策定業務
・民間開発事業者からの事業提案に係る選定支援業務

(2)「西陣アート＆クラフトセンター（仮称）」整備検討経費
伝統産業の振興を図るため「西陣アート＆クラフトセンター

（仮称）」の施設計画（整備要件）等を検討

(3)建築物除却・整地事業

担当課・係名
産業労働総務課 企画・地域戦略担当

課･係直通電話番号
075-414-4825

住 宅 課 整 備 担 当 075-414-5371


